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日
中
戦
争
七
十
周
年
・
節
目
の
年
に

組
織
の
活
性
化
と
７
０
０
名
の
会
員
に

五
月
十
日(

日)

大
阪
府
連
合
会

第
五
三
回
大
会
が
、
北
区
ホ
テ
ル

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
大
阪
で
五
〇
名

が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

渡
辺
武
大
阪
府
連
会
長
か
ら
開

会
あ
い
さ
つ
、
本
部
佐
藤
勝
事
務

局
次
長
、
日
本
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
協

会
大
阪
支
部
連
合
会
塚
田
雅
子
副

理
事
長
、
日
中
兵
庫
県
連
上
田
雅

美
事
務
局
長
、
日
本
共
産
党
小
谷

み
す
ず
府
議
か
ら
連
帯
と
激
励
の

挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

第
二
部
の
祝
賀
会
で
は
、
中
国

領
事
館
の
莫
麗
麗
領
事
か
ら
、
連

帯
と
お
祝
い
の
挨
拶
が
あ
り
、
初

参
加
者
か
ら
の
ス
ピ
ー
チ
も
あ
り
、

な
ご
や
か
な
交
歓
の
場
と
な
り
ま

し
た
。

討
論
で
は
、
今
年
が
、
盧
溝
橋

事
件
・
南
京
事
件
七
〇
周
年
の
節

目
の
年
で
あ
り
、
不
再
戦
、
平
和

活
動
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
、
八
月
の
「
２

０
０
７
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
」

の
特
別
テ
ー
マ
は
日
中
の
平
和
運

動
の
原
点
で
あ
る
「
日
中
十
五
年

戦
争
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

特
に
、
四
月
か
ら
の
中
国
語
講
座

に
は
２
９
０
名
を
超
え
る
受
講
で
、

毎
日
、
熱
心
に
学
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
日
中
の
講
座
が
、
内
容
・

費
用
・
場
所
等
と
て
も
良
心
的
に
運

営
さ
れ
て
い
る
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

太
極
拳
教
室
も
同
様
に
内
容
が
生

徒
に
評
価
さ
れ
、
継
続
さ
れ
る
方
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

組
織
の
活
性
化
で
は
、
早
急
に
７

０
０
名
の
会
員
を
目
標
に
。
特
に
、

府
連
の
未
来
を
に
な
う
青
年
・
女
性

の
会
員
を
意
識
的
に
、
会
員
に
迎
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感

し
ま
し
た
。
来
年
は
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
年
、
ま
す
ま
す
人
的
・
経
済
的

交
流
が
盛
ん
に
な
り
、
会
員
拡
大
の

機
会
が
多
く
な
っ
て
く
る
と
確
信
し

府連通信

二
つ
の
き
り
え
展

２
５
０
０
人
が
鑑
賞

六
月
の
府
立
現
代
美
術
セ
ン
タ
ー

は
二
つ
の
「
き
り
え
展
」
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

四
日
～
九
日
の
「
第
三
十
回
全
大
阪

き
り
え
美
術
展
」
は
、
１
３
１
人
、

１
４
４
点
で
入
場
者
は
１
５
０
０
人

を
越
え
る
盛
況
で
終
え
ま
し
た
。

続
い
て
十
一
日
～
十
六
日
の
「
〇

七
年
日
本
き
り
え
協
会
会
員
展
」
は
、

会
員
１
０
３
人
、
１
５
５
点
と
賛
助

出
品
３
２
人
３
７
点
で
、
１
０
０
０

人
近
く
の
方
が
入
場
さ
れ
ま
し
た
。

「
き
り
え
」
を
初
め
て
見
る
方
や
、

外
国
人
も
多
く
見
か
け
る
展
覧
会
と

な
っ
た
の
は
、

会
場
が
官
庁
街

で
、
大
阪
城
が

近
い
と
い
う
こ

と
が
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

盧溝橋事件７０周年
淀屋橋の７/７行動に参加を

今年は７月６日ｐｍ５：００から行います

平和のための戦争展
日中15年戦争をテーマに開催
８/２０～２３、10：00～19：00（23/16時迄）

日中友好協会内・日中文化センター

連絡先：大阪府連06-6372-8131

田
中
正
三
さ
ん
が
２
０
０

７
年
五
月
八
日
、
八
十
四
歳

で
病
没
さ
れ
ま
し
た
。
日
中

大
阪
府
連
第
一
回
・
第
二
回

訪
中
団
（
２
０
０
３
年
・
２

０
０
５
年
）
に
奥
さ
ん
と
と

も
に
参
加
さ
れ
、
お
元
気
そ

う
だ
っ
た
の
に
、
信
じ
ら
れ

な
い
思
い
で
す
。

田
中
さ
ん
は
、
日
中
大
阪
府
連
の

役
員
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
活
動
を

続
け
ら
れ
ま
し
た
。
１
９
７
３
～
７

７
年
お
よ
び
８
１
～
８
６
年
の
延
べ

十
一
年
間
府
連
理
事
長
、
８
７
～
９

１
年
の
五
年
間
副
会
長
を
つ
と
め
ら

れ
た
後
第
一
線
を
引
退
さ
れ
た
日
中

の
大
先
輩
で
す
。
そ
の
間
、
特
に
忘

れ
ら
れ
な
い
の
が
、
１
９
７
６
～
８

０
年
、
田
中
さ
ん
が
編
集
長
と
な
っ

て
ま
と
め
ら
れ
た
『
私
た
ち
と
戦
争
』

全
五
巻
の
出
版
事
業
で
す
。
日
中
不

再
戦
運
動
の
歴
史
に

残
る
大
き
な
仕
事
と

し
て
今
も
輝
い
て
い

ま
す
。

大
阪
船
場
生
ま
れ

の
田
中
さ
ん
は
、
大

阪
外
国
語
学
校
（
現
・

大
阪
外
大
）
中
国
語

部
卒
業
後
、
毎
日
新
聞
社
に
入

社
ま
も
な
く
、
一
兵
士
と
し
て

中
国
戦
線
へ
駆
り
出
さ
れ
、
戦

後
復
員
し
て
毎
日
新
聞
社
に
復

帰
さ
れ
た
も
の
の
、
１
９
５
０

年
の
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
で
不
当
解

雇
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

「
教
育
タ
イ
ム
ス
」
と
い
う
民

主
的
な
教
育
新
聞
の
編
集
発
行

に
主
力
を
注
ぎ
つ
つ
、
日
中
友

好
運
動
に
も
協
力
を
続
け
ら
れ
、

後
に
は
府
連
理
事
長
を
引
き
う

け
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
し

た
。「

六
十
の
手
習
い
や
」
と
照
れ
な

が
ら
始
め
ら
れ
た
川
柳
が
、
晩
年
の

田
中
さ
ん
の
最
大
の
生
き
が
い
だ
っ

た
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
ま
す
。
柳
号

は
田
中
正
坊
（
し
ょ
う
ぼ
ん
）
。
腕

前
向
上
が
す
ご
く
、
つ
い
に
「
し
ん

ぶ
ん
赤
旗
」
の
川
柳
選
者
九
年
間
は

驚
異
的
。
川
柳
句
文
集
『
ペ
ン
シ
ル
』

（
１
９
９
５
年
）
『
赤
え
ん
ぴ
つ
』

（
２
０
０
５
年
）
に
主
な
作
品
を
残

さ
れ
ま
し
た
。
前
書
の
中
の
「
万
年

青
（
お
も
と
）
の
実

日
中
友
好
二

千
年
」
。
田
中
さ
ん
ら
し
い
句
だ
と

思
い
ま
す
。

辞
世
は
「
あ
り
が
と
う

み
な
あ

り
が
と
う

あ
り
が
と
う
」
の
由
。

私
た
ち
こ
そ
田
中
正
三
さ
ん
、
ほ
ん

と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
よ
う
な
ら
。（

日
中
大
阪
府
連
会
長
）

田中正三さんを悼む 渡辺 武

第一回訪中団、天安門前で渡辺
さんと日中の旗を持って撮影



2007年6月5日 日中友好新聞 第２１００号付録 （昭和25年9月13日第三種郵便物認可）

真
の
友
好
関
係
の
確
立
と
組
織
強
化
を

渡
辺
武
会
長
開
会
あ
い
さ
つ

駐
・
大
阪
中
国
領
事
館

莫

麗
麗
領
事

全
国
大
会
に
引
き
続
き
挨
拶
を
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
創
立
以
来
日
中
友

好
の
旗
印
を
高
く
掲
げ
て
、
長
年
と

り
く
ん
で
き
た
、
各
分
野
で
の
交
流

の
広
が
り
と
大
き
な
成
果
、
今
ま
で

の
ご
努
力
に
感
謝
し
ま
す
。

私
の
生
ま
れ
る
前
か
ら
友
好
活
動

を
さ
れ
、
新
中
国
建
設
に

も
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
。
今
年
は
国
交

正
常
化
三
五
周
年
「
中
日
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
交
流
年
」
各
分
野
の
交
流
・

友
好
の
ム
ー
ド
が
広
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
府
会
議
員

小
谷
み
す
ず
さ
ん

大
正
支
部
の
会
員
で
、
大
阪
府
議

会
で
は
日
中
友
好
親
善
議
員
連
盟
の

副
会
長
を
し
て
い
ま
す
。

重
大
な
欠
陥
を
も
つ
改
憲
手
続
法

が
民
主
党
の
容
認
の
も
と
強
行
採
決

さ
れ
ま
し
た
。
不
再
戦
・
平
和
の
活

動
を
行
っ
て
き
た
貴
協
会
の
改
憲
を

許
さ
な
い
活
動
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

く
ら
し
と
平
和
を
ま
も
り
、
政
治
を

変
え
る
た
め
、
き
た
る
べ
き
参
院
選

で
は
宮
本
岳
志
大
阪
選
挙
区
候
補
を

先
頭
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
日
中
間

の
前
向
き
な
動
き
を
歓
迎
し
、
貴
協

会
の
日
中
両
国
民
の
自
主
的
な
友
好

と
連
帯
の
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

日
本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
・
大
阪

塚
田
雅
子
副
理
事
長

会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
。

稚
内
で
五
十
周
年
の
記
念
総
会
を

開
き
ま
し
た
。
平
和
の
た
め
に
九
条

を
ま
も
る
運
動
と
、
国
際
友
好
運
動

の
た
め
と
も
に
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。

本
部
佐
藤
勝
事
務
局
次
長

新
役
員
と
と
も
に
中
日
友
好
協
会

な
ど
を
訪
問
し
、
北
京
か
ら
帰
国
し

た
ば
か
り
で
す
。

中
国
国
民
も
日
中
間
の
「
あ
た
た

か
い
風
」
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
改

憲
な
ど
の
逆
流
の
中
、
不
再
戦
・
平

和
の
活
動
は
重
要
な
意
義
を
持
っ
て

い
ま
す
。
大
阪
府
連
の
大
き
な
組
織

強
化
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

兵
庫
県
連

上
田
雅
美
事
務
局
長

残
留
孤
児
訴
訟
は
神
戸
地
裁
で
勝

訴
し
ま
し
た
が
、
国
が
控
訴
し
大
阪

高
裁
で
審
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

組
織
強
化
で
は
十
一
年
ぶ
り
に
姫

路
支
部
を
再
建
、
会
員
も
六
百
名
を

超
え
、
大
阪
の
う
し
ろ
姿
が
見
え
て

き
ま
し
た
。
と
も
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
。

府
連
大
会
・
来
賓
あ
い
さ
つ
紹
介

先
日
２
８
０
名
が
参
加
し
て
全

国
大
会
が
開
か
れ
た
ば
か
り
、
続

い
て
開
く
府
連
大
会
で
す
。
五
年

間
の
小
泉
内
閣
は
や
た
ら
に
靖
国

参
拝
に
こ
だ
わ
り
、
日
中
政
府
間

の
交
流
が
冷
た
く
成
り
ま
し
た
。

安
倍
内
閣
は
経
済
関
係
が
大
き

く
発
展
す
る
中
、
財
界
か
ら
の
圧

力
も
あ
り
、
訪
中
し
、
村
山
・
河

野
談
話
継
承
表
明
で
日
中
関
係
を

改
善
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
慰

安
婦
発
言
や
靖
国
派
で
、
改
憲
志

向
の
右
派
内
閣
は
教
育
基
本
法
改

悪
、
防
衛
省
昇
格
、
改
憲
手
続
法

の
強
行
採
決
な
ど
侵
略
戦
争
を
肯

定
す
る
行
動
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

日
中
間
は
政
治
的
に
は
平
和
五

原
則
に
も
と
づ
く
関
係
の
発
展
・

両
国
民
の
相
互
の
歴
史
や
文
化
、

生
活
に
対
す
る
理
解
と
尊
敬
、
真

の
友
好
関
係
の
確
立
な
ど
が
、
長

い
目
で
見
て
重
要
な
課
題
と
し
て

わ
れ
わ
れ
の
前
に
あ
り
ま
す
。

五
七
年
間
の
運
動
を
さ
ら
に
次

の
段
階
に
進
め
、
歴
史
の
逆
流
を

許
さ
ず
平
和
を
ま
も
り
、
日
常
的

に
心
を
か
よ
わ
せ
る
文
化
の
諸
活

動
を
も
っ
と
広
げ
る
た
め
に
は
、

組
織
強
化
と
財
政
基
盤
の
確
立
が

必
要
で
す
。

こ
こ
ろ
ざ
し
は
大
き
く
持
ち
門

真
支
部
の
再
建
の
経
験
な
ど
、
積

極
的
な
討
議
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

会 長 渡辺 武

副会長 藤後博巳

理事長 片山英徳

副理事長 松尾豊

副理事長 近藤好幸

事務局長 高瀬龍二

同次長 澤野井公夫

常任理事

上村康夫、石井勉

大上二郎,恒岡正勝

中根欣之助

松原弥寿夫

田宮勝美

会計監査

小野邦也

大島彰吾

理 事

浅井和夫、川村博

北川篤、早乙女実

田中寛胤、高橋朗

中村健二、原 繁

福森雍四、前田尋

山下藤男,菅原正義

葭田正明,尾中妙子

土井一正,栗山俊子

顧 問

久場真樹,桑原英武

野口政廣

参 与

梅川勉、岡田和義

加藤義明,西村成雄

細見茂,村田はな子

吉野俊宏

第５３回全国大会で
表彰・顕彰された方々

２０年会員
平松悦雄、村中貴、綾部芙美子.

早川佳代子、西永充明、池田哲士

野口道夫、吉永宗市、山口祥夫

山下憲一、川辺正夫、西滝純子

斉藤精二、内藤正博、尾中妙子

吉安範純

３０年会員
恒岡正勝、藤田美矢子、薮田 茂

井上孝朗、小牧 薫、村田敏史

中沢理恵子、市川巧二、石津浩

水野平八郎、亀原義明、松尾 豊

再建支部 門真支部

物故者 田中正三、近藤和江

鳥越栄一

府連大会へメッセージを

いただきました
大阪府保険医協会

大阪民主医療機関連合会

大阪母親大会連絡会

大阪商工団体連合会

全大阪労働組合総連合

大阪自治体労働組合総連合

大阪府立高等学校教職員組合

治安維持法国賠同盟大阪府本部

関西合同法律事務所

日本共産党大阪市議会議員団

日本共産党堺市議会議員団

日中友好協会東京都連合会

福岡県連合会

京都府連合会

和歌山県連合会

愛知県連合会

宮崎県都城支部

２００７年役員体制


